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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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花火大会（8月21日池原にて）

旧下北山保育所の活用を考えませんか？
『下北山アイデア村（ソン）』参加者募集のお知らせ

　令和３年４月から保育所移転に伴って遊

休施設となっている、上桑原にある旧下北

山保育所の今後の活用策を、村内外の方達

で考える取り組みを『下北山アイデア村（ソ

ン）』と名付けて、下記のとおり実施する

こととなりました。

　「アイデアソン」はアイデアとマラソン

を組み合わせた言葉で、テーマを決めて

様々なアイデアを出し合う取り組みです。

旧下北山保育所を、村民サービスや地域の

活性化に向けて、どのような役割を果たす

ことができるのか、その活用方法について

話し合う２日間です。是非ご参画ください。

【日　時】

①９月23日（金・祝）午後１時～午後６時

　（終了後、交流会を開催）

②９月24日（土）午前９時30分～午後５時

【会　場】桑原公民館

【定　員】30名（村内、村外の方あわせて）

【参加費】無料 （別途、交流会に参加される

場合は交流会費が必要になります）

【お問合せ】下北山村地域振興課☎6－0001

当事業は、宝くじの助成金を活用し、
実施しております



　７
月
19
日
（
火
）、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
57
名
参
加
の

も
と
「
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
こ
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
た
め
中
止
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　開
会
行
事
で
は
、
森
岡
教
育
長
が
開
会

の
辞
を
述
べ
、
続
い
て
南
村
長
よ
り
開
会

の
挨
拶
が
次
の
と
お
り
あ
り
ま
し
た
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
日
常
生
活
が
一
変
し
、
人
々
の
孤
立
化
、

格
差
の
拡
大
な
ど
社
会
不
安
が
続
く
中
、

「
コ
ロ
ナ
差
別
」
が
起
こ
り
、Ｄ
Ｖ
、
児
童

虐
待
な
ど
こ
れ
ま
で
の
人
権
問
題
も
ま
す

ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

憤
り
を
も
っ
て
こ
の
現
実
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
、
差
別
へ
の
怒
り
や
抗
議
の
声
を

よ
り
強
く
社
会
に
発
信
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
コ
ロ

ナ
対
策
を
充
分
に
講
じ
な
が
ら
、
希
薄
に

な
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
改
め
て

強
く
深
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
開
会
行
事
を
終
了

し
ま
し
た
。

　そ
の
後
は
、「
地
上
に
平
和
を
人
に
笑

顔
を
～
笑
い
は
世
界
の
共
通
語
～
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
境
な
き

芸
能
団
代
表
の
笑
福
亭
鶴
笑
さ
ん
に
よ
る

落
語
を
交
え
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　講
演
で
は
「
一
人
で
も
傷
付
く
笑
い
は

本
当
の
笑
い
で
は
な
い
。
笑
い
は
最
高
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
皆
で
笑
え

ば
、
平
和
な
社
会
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ

れ
を
信
じ
て
地
球
の
隅
々
ま
で
笑
い
を
届

け
た
い
。
全
て
は
「
笑
顔
」
か
ら
始
ま
り

ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　ロ
シ
ア
が
隣
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻

に
よ
り
、
子
ど
も
や
女
性
な
ど
立
場
の
弱

い
人
か
ら
笑
顔
が
消
え
、
恐
怖
に
怯
え
な

が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
鶴
笑
さ
ん
は
、

「
終
戦
に
な
っ
た
暁
に
は
笑
顔
を
届
け
た

い
」
と
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
」が

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

　７
月
19
日
（
火
）、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
若
者
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
下
北
山

村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会
が
、
44
名

の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
３
年
ぶ
り
に
通
常
総
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
大
橋
会
長
が
「
人
権
の
問

題
は
、
法
の
整
備
や
行
政
の
体
制
づ
く
り

の
構
築
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
一
人
一

人
の
人
権
意
識
を
高
め
て
行
く
こ
と
も
大

切
で
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
１
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
承
認
の
件
、
２

０
２
２
年
度
役
員
・
理
事
承
認
の
件
、
２

０
２
２
年
度
活
動
方
針
（
案
）、
事
業
計

画
（
案
）、
予
算
書
（
案
）
の
す
べ
て
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　７
月
14
日
（
木
）
に
奈
良
地
方
法
務
局

に
お
い
て
、
法
務
大
臣
名
で
人
権
擁
護
委

員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
15
日
に
新
旧
の
人
権
擁
護
委
員
が
村
長

に
退
任
・
就
任
の
挨
拶
に
来
庁
さ
れ
ま
し

た
。　先

ず
、
こ
の
６
月
末
で
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
平
井
久
輝
氏
は
、
平
成
21
年
10

月
か
ら
12
年
９
ヶ
月
の
長
き
に
亘
り
、
村

民
の
方
か
ら
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
相
談

に
乗
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　新
た
に
就
任
さ
れ
た
西
岡
主
一
郎
氏
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員（
新
旧
委
員
）が

役
場
に
来
庁

下北山村人権教育推進協議会
総会が開催されました

西　岡　主一郎　さん

　昨
今
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る「
空

き
家
の
増
加
」
は
、
本
村
に
お
い
て
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
で
は
令
和

2
年
度
に
国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
て

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

令
和
3
年
度
に
空
き
家
活
用
に
関
す
る

冊
子
「
あ
な
た
の
空
き
家
を
活
か
す
読

本
」
を
作
成
し
、
４
月
に
各
戸
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　そ
う
い
っ
た
中
、
今
年
８
月
か
ら
は

空
き
家
相
談
窓
口
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の
下
北

山
事
務
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　今
後
、
空
き
家
（
将
来
空
き
家
に
な

る
可
能
性
の
あ
る
物
件
も
含
む
）
の
所

有
者
の
ご
相
談
や
空
き
家
に
住
み
た
い

と
い
う
ご
相
談
な
ど
に
対
応
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
場
所
】
上
池
原
４
０
１
の
１

　（
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
右
側
）

【
営
業
日
】
水
、
木
、
金
、
土
曜
日

【
営
業
時
間
】
９
時
～
18
時

【
お
問
合
せ
先
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家

　コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
下
北
山
事
務
所

電
話
０
７
４
８

－

９

－

０
９
９
２

担
当

　後
岡
（
う
し
ろ
お
か
）

上
池
原
に
空
き
家
相
談
所

（
空
き
家
コ
ン
シェル
ジュ
下
北
山
事
務
所
）開
設
！

〜
空
き
家
相
談
が
身
近
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
〜

　昨
年
、
10
月
に
任
意
団
体
と
し
て
活

動
を
開
始
し
た
「
下
北
山
地
域
総
合
商

社
」
で
は
、
地
域
の
生
産
者
と
の
中
間

支
援
団
体
と
し
て
新
た
な
商
品
開
発
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　商
品
は
ツ
チ
ノ
コ
イ
ー
ツ
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
、
す
で
に
伝
統
野
菜
の
下
北
春

ま
な
を
使
っ
た
「
下
北
春
ま
な
塩
」
や
、

ジ
ャ
バ
ラ
と
春
ま
な
を
使
っ
た
「
ジ
ェ

ラ
ー
ト
」、
ジ
ャ
バ
ラ
の
皮
に
砂
糖
を

ま
ぶ
し
た
お
菓
子「
ジ
ャ
バ
ラ
ピ
ー
ル
」

な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
お
土
産
品

を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
度
、
下
北
山
村
育
ち
の
ジ
ャ
バ

ラ
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
で
き

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　下
北
山
村
育
ち
の
ジ
ャ
バ
ラ
を
使
っ

て
製
造
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
、
大

阪
市
に
あ
る
「
上
方
ビ
ー
ル
」
と
共
同

で
開
発
し
ま
し
た
。

　※「
イ
ン
デ
ィ
ア
・
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
」

を
ベ
ー
ス
と
し
た
強
い
ホ
ッ
プ
の
香
り

と
苦
み
、
ジ
ャ
バ
ラ
の
す
っ
き
り
と
し

た
酸
味
が
特
徴
で
す
。

　パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
下
北

山
村
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
上
村
恭
子
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
下
北
山
村

の
山
々
と
ジ
ャ
バ
ラ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

ポ
ッ
プ
で
カ
ラ
フ
ル
に
し
、
下

北
山
村
の
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
ア

ウ
ト
ド
ア
シ
ー
ン
に
合
う
デ
ザ

イ
ン
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　下
北
山
村
の
温
泉
施
設
「
き

な
り
の
湯
」
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
売
店
等
で
販
売
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
下
北
山
村
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ
て

お
り
ま
す
。

※
イ
ン
デ
ィ
ア
・
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
…
中

程
度
か
そ
れ
よ
り
も
や
や
高
い
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
を
も
つ
エ
ー
ル

「奈良下北山村育ちのジャバラ」の
クラフトビールができました！
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　７
月
19
日
（
火
）、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
57
名
参
加
の

も
と
「
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
」
が
開

催
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。
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岡
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憤
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を
も
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て
こ
の
現
実
を
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と

見
据
え
、
差
別
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の
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や
抗
議
の
声
を

よ
り
強
く
社
会
に
発
信
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い
か
な
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ば
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。
そ
の
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も
、
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が
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な
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ま
す
。」
と
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べ
ら
れ
開
会
行
事
を
終
了

し
ま
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た
。

　そ
の
後
は
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上
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を
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に
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を
～
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い
は
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の
共
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～
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に
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げ
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人
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き
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能
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表
の
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福
亭
鶴
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に
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語
を
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え
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　講
演
で
は
「
一
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で
も
傷
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く
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い
は

本
当
の
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い
で
は
な
い
。
笑
い
は
最
高
の

コ
ミ
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す
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で
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え

ば
、
平
和
な
社
会
に
な
る
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で
す
。
そ

れ
を
信
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て
地
球
の
隅
々
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で
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を
届

け
た
い
。
全
て
は
「
笑
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か
ら
始
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ま
す
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と
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た
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　ロ
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が
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ウ
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に
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、
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弱
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、
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は
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を
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と
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く
す
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会
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３
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ぶ
り
に
開
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日
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て
、
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、
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と
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年
度
役
員
・
理
事
承
認
の
件
、
２

０
２
２
年
度
活
動
方
針
（
案
）、
事
業
計

画
（
案
）、
予
算
書
（
案
）
の
す
べ
て
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　７
月
14
日
（
木
）
に
奈
良
地
方
法
務
局

に
お
い
て
、
法
務
大
臣
名
で
人
権
擁
護
委

員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
15
日
に
新
旧
の
人
権
擁
護
委
員
が
村
長

に
退
任
・
就
任
の
挨
拶
に
来
庁
さ
れ
ま
し

た
。　先

ず
、
こ
の
６
月
末
で
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
平
井
久
輝
氏
は
、
平
成
21
年
10

月
か
ら
12
年
９
ヶ
月
の
長
き
に
亘
り
、
村

民
の
方
か
ら
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
相
談

に
乗
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　新
た
に
就
任
さ
れ
た
西
岡
主
一
郎
氏
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員（
新
旧
委
員
）が

役
場
に
来
庁

下北山村人権教育推進協議会
総会が開催されました

西　岡　主一郎　さん

　昨
今
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る「
空

き
家
の
増
加
」
は
、
本
村
に
お
い
て
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
で
は
令
和

2
年
度
に
国
の
補
助
金
等
を
活
用
し
て

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

令
和
3
年
度
に
空
き
家
活
用
に
関
す
る

冊
子
「
あ
な
た
の
空
き
家
を
活
か
す
読

本
」
を
作
成
し
、
４
月
に
各
戸
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　そ
う
い
っ
た
中
、
今
年
８
月
か
ら
は

空
き
家
相
談
窓
口
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の
下
北

山
事
務
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　今
後
、
空
き
家
（
将
来
空
き
家
に
な

る
可
能
性
の
あ
る
物
件
も
含
む
）
の
所

有
者
の
ご
相
談
や
空
き
家
に
住
み
た
い

と
い
う
ご
相
談
な
ど
に
対
応
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
場
所
】
上
池
原
４
０
１
の
１

　（
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
右
側
）

【
営
業
日
】
水
、
木
、
金
、
土
曜
日

【
営
業
時
間
】
９
時
～
18
時

【
お
問
合
せ
先
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家

　コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
下
北
山
事
務
所

電
話
０
７
４
８

－

９

－

０
９
９
２

担
当

　後
岡
（
う
し
ろ
お
か
）

上
池
原
に
空
き
家
相
談
所

（
空
き
家
コ
ン
シェル
ジュ
下
北
山
事
務
所
）開
設
！

〜
空
き
家
相
談
が
身
近
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
〜

　昨
年
、
10
月
に
任
意
団
体
と
し
て
活

動
を
開
始
し
た
「
下
北
山
地
域
総
合
商

社
」
で
は
、
地
域
の
生
産
者
と
の
中
間

支
援
団
体
と
し
て
新
た
な
商
品
開
発
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　商
品
は
ツ
チ
ノ
コ
イ
ー
ツ
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
、
す
で
に
伝
統
野
菜
の
下
北
春

ま
な
を
使
っ
た
「
下
北
春
ま
な
塩
」
や
、

ジ
ャ
バ
ラ
と
春
ま
な
を
使
っ
た
「
ジ
ェ

ラ
ー
ト
」、
ジ
ャ
バ
ラ
の
皮
に
砂
糖
を

ま
ぶ
し
た
お
菓
子「
ジ
ャ
バ
ラ
ピ
ー
ル
」

な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
お
土
産
品

を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
度
、
下
北
山
村
育
ち
の
ジ
ャ
バ

ラ
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
で
き

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　下
北
山
村
育
ち
の
ジ
ャ
バ
ラ
を
使
っ

て
製
造
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
、
大

阪
市
に
あ
る
「
上
方
ビ
ー
ル
」
と
共
同

で
開
発
し
ま
し
た
。

　※「
イ
ン
デ
ィ
ア
・
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
」

を
ベ
ー
ス
と
し
た
強
い
ホ
ッ
プ
の
香
り

と
苦
み
、
ジ
ャ
バ
ラ
の
す
っ
き
り
と
し

た
酸
味
が
特
徴
で
す
。

　パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
下
北

山
村
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
上
村
恭
子
さ

ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
下
北
山
村

の
山
々
と
ジ
ャ
バ
ラ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

ポ
ッ
プ
で
カ
ラ
フ
ル
に
し
、
下

北
山
村
の
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
ア

ウ
ト
ド
ア
シ
ー
ン
に
合
う
デ
ザ

イ
ン
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　下
北
山
村
の
温
泉
施
設
「
き

な
り
の
湯
」
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
売
店
等
で
販
売
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
下
北
山
村
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ
て

お
り
ま
す
。

※
イ
ン
デ
ィ
ア
・
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
…
中

程
度
か
そ
れ
よ
り
も
や
や
高
い
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
を
も
つ
エ
ー
ル

「奈良下北山村育ちのジャバラ」の
クラフトビールができました！
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高額寄付者の方へ感謝状を贈呈！

　令和４年５月、神奈川県横浜市の方から１,２１０万円のふるさと納税寄付をいただきました。高額寄

付のため、村長から感謝状を贈呈しました。また、ふるさと納税担当者から寄付者の代理の方へ、下北山

村の魅力についてお伝えし、感謝の気持ちをお伝えしました。

　寄付者の方からは、下北山村の「教育または文化の振興に関する事業」に使ってほしいとご希望があり

ましたので、今後大切に活用させていただきます。

お礼の品は大型の木製遊具！

ふるさと納税は寄付金額に応じて、地域の

特産品などのお礼の品が受け取れる魅力的な

仕組みです。今回のご寄付のお礼の品として、

「わくわくランド　木のぬくもりあふれる超大型

複合遊具」を千葉県の「SBCびーとるランド君津」へ

設置していただきました！

下北山村で作られた木製遊具でたくさんの来場者の

方々に喜んでいただいているそうです。

［提供元］自然工房ウッドウォームズ

令和４年７月分のふるさと納税実績

納税件数　　77件

納税金額　　2,136,000円

ご協力いただきました皆様、

ありがとうございました。

村の自然の風景を、丸の中に配置し、やわらかいイメー

ジにしています。このマークを見た方が村に親しみを

持ってもらえたらと想いを込めて作成しました。

ふるさと納税ロゴマークが完成！

▶わくわくランド　木のぬくもりあふれる超大型複合遊具

▶感謝状を受取る寄付者の代理の方

下北山村ふるさと納税

公式SNSはコチラ！

今回選んでいただいた村の木製遊具は、

奈良県内では４番目に高額のお礼の品です。

全国では、１,２１０万円の寄付金額を超えるお礼

の品は４９品です。

（ふるさとチョイス令和４年８月時点）

新しくＡＬＴ（外国語指導助手）に着任されたサバンナ・メイナード先生をご紹介します。

〈メッセージ〉

Hello! My name is Savannah Maynard and I am the new ALT in Shimokitayama. I am from Iowa, USA. I am 26 years old. My 
hobbies include swimming, traveling, and shopping. Almost everything I own is pink because it is my favorite color. I studied 
Linguistics and Spanish at university, and I have a master’ s degree in Teaching English as a Second Language. I am 
passionate about language and English teaching. My Japanese is not very good yet, but I want to practice and improve.

Iowa is a state in the Midwest region of the United States. It is known for agriculture. Almost everywhere you go in Iowa, you 
will see fields of corn or soybeans. A famous food in Iowa is buttered sweet corn. The land is very flat in Iowa, which is 
different from the land here in Shimokitayama. However, I love the beautiful mountains and scenery here.

I’ m very excited to be here and meet new people. If you see me out, please say hello! I love trying new foods, so I would 
appreciate any recommendations.

〈日本語訳〉

　こんにちは！私の名前はサバンナ・メイナードといいます。下北山村の新しいＡＬＴです。アメリカのアイ
オワ州出身で、26歳です。趣味は水泳や旅行、買物です。好きな色はピンクで、持っているものはほとんどピ
ンク色です。大学では言語学とスペイン語を学び、第二言語としての英語教育の修士号を取得しています。言
語学と英語教育に情熱を注いできました。私の日本語はまだ上手ではありませんが、練習して上達したいと思っ
ています。

　アイオワ州は、アメリカ合衆国の中西部地域にある州です。農業が盛んです。アイオワ州のほとんどどこに
行っても、とうもろこしや大豆の畑が見られます。アイオワ州の有名な食べ物は、バターを塗ったスイートコー
ンです。アイオワ州の土地は、ここ下北山村の土地とは異なり、非常に平らです。しかし、私はここの美しい
山と景色が大好きです。

　ここに来て、新しい人たちに会えることをとても楽しみにしています。見かけたら気軽に声をかけてくださ
い。よろしくお願いします！新しい食べ物が大好きなので、おすすめがあれば教えてください。
 
当村でＡＬＴをして頂いておりました、トーマス・フィリップ・ニールセン先生が任期を終え、
オーストラリアに帰国されることとなりましたので、お別れのメッセージをご紹介します。

〈メッセージ〉

‘‘Dear　Shimokitayama villagers
Thank you very much for about a year and half.
I can still remember how nervous I was when I first arrived in winter of 2020. How fast time flies!
But, thanks to everyone in the village, I quickly found myself able to adjust to life here.
I will never forget my time here with you all. It was a lot of fun.
I hope we can meet again, in Japan or Australia. Until next time.
From, Tom.
Sincerely,
Thomas Philip Nielsen

〈日本語訳〉

　下北山村の皆様へ
　約１年と半年間ありがとうございました。
　2020年の冬に私が初めて村に来た時の緊張感を未だ
に覚えています。時間が経つのは早いですね。
　ですが、皆さんのおかげで、すぐこの生活に慣れま
した。
　これまでの、村での生活はずっと忘れることはない
でしょう。すごく楽しかったです。
　また、皆さんとオーストラリアまたは日本で会える
ことを願っています。それでは。
　トムより 写真左からトーマス先生、サバンナ先生
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高額寄付者の方へ感謝状を贈呈！

　令和４年５月、神奈川県横浜市の方から１,２１０万円のふるさと納税寄付をいただきました。高額寄

付のため、村長から感謝状を贈呈しました。また、ふるさと納税担当者から寄付者の代理の方へ、下北山

村の魅力についてお伝えし、感謝の気持ちをお伝えしました。

　寄付者の方からは、下北山村の「教育または文化の振興に関する事業」に使ってほしいとご希望があり

ましたので、今後大切に活用させていただきます。

お礼の品は大型の木製遊具！

ふるさと納税は寄付金額に応じて、地域の

特産品などのお礼の品が受け取れる魅力的な

仕組みです。今回のご寄付のお礼の品として、

「わくわくランド　木のぬくもりあふれる超大型

複合遊具」を千葉県の「SBCびーとるランド君津」へ

設置していただきました！

下北山村で作られた木製遊具でたくさんの来場者の

方々に喜んでいただいているそうです。

［提供元］自然工房ウッドウォームズ

令和４年７月分のふるさと納税実績

納税件数　　77件

納税金額　　2,136,000円

ご協力いただきました皆様、

ありがとうございました。

村の自然の風景を、丸の中に配置し、やわらかいイメー

ジにしています。このマークを見た方が村に親しみを

持ってもらえたらと想いを込めて作成しました。

ふるさと納税ロゴマークが完成！

▶わくわくランド　木のぬくもりあふれる超大型複合遊具

▶感謝状を受取る寄付者の代理の方

下北山村ふるさと納税

公式SNSはコチラ！

今回選んでいただいた村の木製遊具は、

奈良県内では４番目に高額のお礼の品です。

全国では、１,２１０万円の寄付金額を超えるお礼

の品は４９品です。

（ふるさとチョイス令和４年８月時点）

新しくＡＬＴ（外国語指導助手）に着任されたサバンナ・メイナード先生をご紹介します。

〈メッセージ〉

Hello! My name is Savannah Maynard and I am the new ALT in Shimokitayama. I am from Iowa, USA. I am 26 years old. My 
hobbies include swimming, traveling, and shopping. Almost everything I own is pink because it is my favorite color. I studied 
Linguistics and Spanish at university, and I have a master’ s degree in Teaching English as a Second Language. I am 
passionate about language and English teaching. My Japanese is not very good yet, but I want to practice and improve.

Iowa is a state in the Midwest region of the United States. It is known for agriculture. Almost everywhere you go in Iowa, you 
will see fields of corn or soybeans. A famous food in Iowa is buttered sweet corn. The land is very flat in Iowa, which is 
different from the land here in Shimokitayama. However, I love the beautiful mountains and scenery here.

I’ m very excited to be here and meet new people. If you see me out, please say hello! I love trying new foods, so I would 
appreciate any recommendations.

〈日本語訳〉

　こんにちは！私の名前はサバンナ・メイナードといいます。下北山村の新しいＡＬＴです。アメリカのアイ
オワ州出身で、26歳です。趣味は水泳や旅行、買物です。好きな色はピンクで、持っているものはほとんどピ
ンク色です。大学では言語学とスペイン語を学び、第二言語としての英語教育の修士号を取得しています。言
語学と英語教育に情熱を注いできました。私の日本語はまだ上手ではありませんが、練習して上達したいと思っ
ています。

　アイオワ州は、アメリカ合衆国の中西部地域にある州です。農業が盛んです。アイオワ州のほとんどどこに
行っても、とうもろこしや大豆の畑が見られます。アイオワ州の有名な食べ物は、バターを塗ったスイートコー
ンです。アイオワ州の土地は、ここ下北山村の土地とは異なり、非常に平らです。しかし、私はここの美しい
山と景色が大好きです。

　ここに来て、新しい人たちに会えることをとても楽しみにしています。見かけたら気軽に声をかけてくださ
い。よろしくお願いします！新しい食べ物が大好きなので、おすすめがあれば教えてください。
 
当村でＡＬＴをして頂いておりました、トーマス・フィリップ・ニールセン先生が任期を終え、
オーストラリアに帰国されることとなりましたので、お別れのメッセージをご紹介します。

〈メッセージ〉

‘‘Dear　Shimokitayama villagers
Thank you very much for about a year and half.
I can still remember how nervous I was when I first arrived in winter of 2020. How fast time flies!
But, thanks to everyone in the village, I quickly found myself able to adjust to life here.
I will never forget my time here with you all. It was a lot of fun.
I hope we can meet again, in Japan or Australia. Until next time.
From, Tom.
Sincerely,
Thomas Philip Nielsen

〈日本語訳〉

　下北山村の皆様へ
　約１年と半年間ありがとうございました。
　2020年の冬に私が初めて村に来た時の緊張感を未だ
に覚えています。時間が経つのは早いですね。
　ですが、皆さんのおかげで、すぐこの生活に慣れま
した。
　これまでの、村での生活はずっと忘れることはない
でしょう。すごく楽しかったです。
　また、皆さんとオーストラリアまたは日本で会える
ことを願っています。それでは。
　トムより 写真左からトーマス先生、サバンナ先生
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　同和問題をはじめ、あらゆる人権問題をイベントや資料展示等を通じて考える催しです。
　みなさんのご来場をお待ちしています。
・主　催　なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会（構成：奈良地方法務局・奈良県・市町村）
・内　容

※入場無料　手話通訳・要約筆記（ノートテイク）もあります。イベントについては事前申し込みが必要です。
座席は指定制です。イベントの定員は300名

※新型コロナ感染症の感染拡大状況により、開催内容を変更する場合があります。
応募方法：往復はがきによる事前申込制（下記参照）（９月22日必着です）抽選結果、イベントに関するお
知らせは返信はがきで行います。応募は、奈良県在住の方、奈良県へ通勤・通学している方が対象です。

※新型コロナ感染症対策として、会場内（アリーナ、ロビー）、外会場（体育館前）での水分補給以外の飲食
は禁止です。
•詳細は、ホームページ（https://www.pref.nara.jp/1657.htm）をご覧ください。
•問い合わせは　下北山村人権・同和問題啓発活動推進本部事務局
　　　　　　　　（下北山村役場　住民課　TEL.６-０００１）
　または　　　　なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会事務局
　　　　　　　　（奈良県文化・教育・くらし創造部人権施策課　TEL.0742-27-8719）

令和４年10月22日（土）　13：00 ～ 15：30

五條市上野公園総合体育館

（五條市上野町２４６番地）

【五條市上野公園総合体育館　ロビー等】

　○啓発パネル等資料展示

【五條市上野公園総合体育館前広場　屋外テント】

　○各市町村、関係団体等からの出店による物産展

【五條市上野公園総合体育館　アリーナ】

○開会式

○メインイベント（講演会）

•講師：清水　健さん

　《プロフィール》

　　●フリーアナウンサー

　　●2013年結婚。翌年、長男が誕生。3ヶ月後、乳がんのため妻・奈緒さん逝去（享年29）

　　●著書『112日間のママ』（小学館）

　　　『笑顔のママと僕と息子の973日間』（小学館）

　　●フリーアナウンサーとして、各種司会、メディア出演、執筆、連載活動、そして、

年間多くの講演会活動を行っている。

講演会では、自身の経験をもとに「大切な人の“想い”とともに」を主なテーマに“伝

える”を続け、その数は300回を超えている。

企業における、ワークライフバランス、子育て支援、また、健康経営問題などにも

積極的に取り組んでいる。

日　時

会　場

展示等

物産展

イベント

（要事前申込み）

第２８回　なら・ヒューマンフェスティバル

６３０ ８ ０５ １

郵便往復はがき（往信）

往信（表） 返信（裏）
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良
市
登
大
路
町
30
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良
県
庁
人
権
施
策
課
内

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局 

行

※

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

郵便往復はがき（返信）

返信（表） 往信（裏）

返信

（
代
表
者
の
住
所
）

（
代
表
者
の
お
名
前
）
行

①代表者の名前
　（ふりがな）

②代表者以外の３人までの名前
　（ふりがな）

③代表者の住所

④日中ご連絡のつきやすい
　代表者の連絡先
　（電話、FAX 番号または
　　　　　　メールアドレス）

【往復はがきの書き方】

　８月より地域活性化起業人として下北山地

域総合商社のメンバーに加わりました、道下

考平と申します。

　下北山村にはじめて訪れたのが約1年前。

手を伸ばせば届きそうな星空や青く透き通っ

た川の水が出迎えてくれ、その美しさに一目

惚れしました。

　豊かな自然環境だけでなく、村民のみなさ

まの優しさや地域資源を活用した商品や体験

づくりに励む方々のチャレンジ精神に共感

し、一緒にこの地域を盛り上げたいという気

持ちが芽生え移住を決断しました。

　これまで子供服ブランドやデザイン会社の起業経験を活かし、みなさまと一緒に稼げる地域づ

くりを目指していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

●地域活性化起業人とは、地方公共団体が三大都市圏に所在する民間企業等の社員を一定期間受
け入れ、そのノウハウや知見を活かしながら地域独自の魅力や価値の向上等につながる業務に
従事してもらい、地域活性化を図る制度です。

地域活性化起業人の紹介

道　下　考　平（みちした　こうへい）

勤務地…下北山地域総合商社（山村振興センター２階）

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

【
対
象
年
齢
】

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在

男
子
で
15
歳
以
上
17
歳
未
満

中
卒
（
見
込
含
）

【
受
付
】

令
和
４
年
10
月
１
日
（
土
）
～

令
和
５
年
１
月
６
日
（
金
）

【
試
験
期
間
及
び
試
験
種
目
】

１
次
試
験

•
学
科
試
験
、
作
文

•
令
和
５
年
１
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）

の
指
定
す
る
１
日

２
次
試
験

•
口
述
試
験
、
身
体
検
査

•
令
和
５
年
１
月
26
日
（
木
）
～
29
日
（
日
）

の
指
定
す
る
1
日

【
試
験
予
定
場
所
】

　自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

【
対
象
年
齢
】

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在

18
歳
以
上
21
歳
未
満

（
高
卒
者
（
見
込
含
）
又
は
高
専
３
年

次
修
了
者
（
見
込
含
））

【
受
付
】

令
和
４
年
10
月
26
日
（
水
）
締
切
り

【
試
験
期
間
及
び
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験
種
目
】

１
次
試
験

•
学
科
試
験
、
小
論
文
試
験

•
令
和
４
年
11
月
５
日
（
土
）
及
び
6
日

（
日
）

２
次
試
験

•
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述
試
験
、
身
体
検
査

•
令
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４
年
12
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６
日
（
火
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～
10
日
（
土
）

の
指
定
す
る
1
日

【
試
験
予
定
場
所
】

１
次
試
験
…
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

２
次
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…
１
次
合
格
時
に
通
知

【
お
問
合
せ
・
申
込
み
】

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域
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務
所
（
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当
：
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小
園
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岡
）
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　同和問題をはじめ、あらゆる人権問題をイベントや資料展示等を通じて考える催しです。
　みなさんのご来場をお待ちしています。
・主　催　なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会（構成：奈良地方法務局・奈良県・市町村）
・内　容

※入場無料　手話通訳・要約筆記（ノートテイク）もあります。イベントについては事前申し込みが必要です。
座席は指定制です。イベントの定員は300名

※新型コロナ感染症の感染拡大状況により、開催内容を変更する場合があります。
応募方法：往復はがきによる事前申込制（下記参照）（９月22日必着です）抽選結果、イベントに関するお
知らせは返信はがきで行います。応募は、奈良県在住の方、奈良県へ通勤・通学している方が対象です。

※新型コロナ感染症対策として、会場内（アリーナ、ロビー）、外会場（体育館前）での水分補給以外の飲食
は禁止です。
•詳細は、ホームページ（https://www.pref.nara.jp/1657.htm）をご覧ください。
•問い合わせは　下北山村人権・同和問題啓発活動推進本部事務局
　　　　　　　　（下北山村役場　住民課　TEL.６-０００１）
　または　　　　なら・ヒューマンフェスティバル実行委員会事務局
　　　　　　　　（奈良県文化・教育・くらし創造部人権施策課　TEL.0742-27-8719）

令和４年10月22日（土）　13：00 ～ 15：30

五條市上野公園総合体育館

（五條市上野町２４６番地）

【五條市上野公園総合体育館　ロビー等】

　○啓発パネル等資料展示

【五條市上野公園総合体育館前広場　屋外テント】

　○各市町村、関係団体等からの出店による物産展

【五條市上野公園総合体育館　アリーナ】

○開会式

○メインイベント（講演会）

•講師：清水　健さん

　《プロフィール》

　　●フリーアナウンサー

　　●2013年結婚。翌年、長男が誕生。3ヶ月後、乳がんのため妻・奈緒さん逝去（享年29）

　　●著書『112日間のママ』（小学館）

　　　『笑顔のママと僕と息子の973日間』（小学館）

　　●フリーアナウンサーとして、各種司会、メディア出演、執筆、連載活動、そして、

年間多くの講演会活動を行っている。

講演会では、自身の経験をもとに「大切な人の“想い”とともに」を主なテーマに“伝

える”を続け、その数は300回を超えている。

企業における、ワークライフバランス、子育て支援、また、健康経営問題などにも

積極的に取り組んでいる。

日　時

会　場

展示等

物産展

イベント

（要事前申込み）
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【往復はがきの書き方】

　８月より地域活性化起業人として下北山地

域総合商社のメンバーに加わりました、道下

考平と申します。

　下北山村にはじめて訪れたのが約1年前。

手を伸ばせば届きそうな星空や青く透き通っ

た川の水が出迎えてくれ、その美しさに一目

惚れしました。

　豊かな自然環境だけでなく、村民のみなさ

まの優しさや地域資源を活用した商品や体験

づくりに励む方々のチャレンジ精神に共感

し、一緒にこの地域を盛り上げたいという気

持ちが芽生え移住を決断しました。

　これまで子供服ブランドやデザイン会社の起業経験を活かし、みなさまと一緒に稼げる地域づ

くりを目指していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

●地域活性化起業人とは、地方公共団体が三大都市圏に所在する民間企業等の社員を一定期間受
け入れ、そのノウハウや知見を活かしながら地域独自の魅力や価値の向上等につながる業務に
従事してもらい、地域活性化を図る制度です。

地域活性化起業人の紹介

道　下　考　平（みちした　こうへい）

勤務地…下北山地域総合商社（山村振興センター２階）
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　今
年
も
９
月
21
日
（
水
）
か
ら
30
日
（
金
）

ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　運
動
の
重
点
は
次
の
通
り
で
す
。

•
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保

•
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
事
故
等
の

防
止
及
び
飲
酒
運
転
の
根
絶

•
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

•
二
輪
車
と
原
付
車
の
交
通
事
故
防
止

　村
内
に
お
い
て
も
交
通
指
導
取
締
り
を

実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
事
故
や
交
通

違
反
の
な
い
下
北
山
村
の
実
現
に
ご
協
力

お
願
い
致
し
ま
す
。

　交
通
事
故
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
が
原
因
で
発
生
し
、
誰
で
も
加
害

者
や
被
害
者
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。　「

注
意
一
秒
、
怪
我
一
生
」

　た
っ
た
１
秒
の
安
全
確
認
を
怠
っ
て
悲

惨
な
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、

駐在さん通信駐在さん通信

乗
り
物
を
操
縦
す
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
歩

行
者
の
方
も
事
故
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
危
機
感
を
常
に
頭
の
片
隅
に
置
い

て
十
分
な
安
全
確
保
を
し
て
、
交
通
事
故

か
ら
身
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
対
す
る
備
え
を
！

　全
国
各
地
に
お
い
て
記
録
的
な
暑
さ

や
、
台
風
や
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
伴
う

土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
天
気
予
報
や
村
の
防
災
無
線
を
よ
く

聴
い
て
、
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

　ま
た
、
普
段
か
ら
避
難
所
の
確
認
や
防

災
グ
ッ
ズ
の
点
検
整
備
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
甘
く
見
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
危
険
な
場
所
に
は
決
し
て
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　奈
良
県
警
察
で
は
、
ナ
ポ
く
ん
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、
犯
罪
等
に
よ
る

被
害
の
未
然
防
止
に
関
す
る
相
談
や
皆
さ

ん
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
相
談
を
受
付

け
、
問
題
の
解
決
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
警
察
へ
相
談
さ
れ
る
場
合
は
「
♯
９
１

　１
０
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

•
通
常
の
電
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

•
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
で
は
ご
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
で
の
相
談
…

　
　０
７
４
２
（
２
３
）
１
１
０
８

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
相
談
…

　
　０
７
４
２
（
２
４
）
０
８
７
４

●
相
談
内
容
に
応
じ
た
各
種
相
談
窓
口
も

設
置
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
警

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
一
人
で
悩
み
事
を
抱
え
ず
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心
し
て
く
だ
さ

い
。

●
事
件
・
事
故
の
緊
急
通
報
の
場
合
は
「
１

１
０
番
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
真
夏
の
暑
さ
は
少
し
和
ら
い
で
き
て
い
ま

す
ね
。
し
か
し
油
断
は
大
敵
で
す
！
熱
中
症

に
は
十
分
注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心
の
専
門
家

で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
お
話
い
た
だ
い
た
内
容
は
秘
密
厳
守

さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
１
名

【
日
時
】
９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◎「
女
性
の
が
ん
検
診
」

　
近
年
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
に
な
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
乳
が
ん
は
50
〜
60
歳

代
、
子
宮
が
ん
は
30
〜
40
歳
代
で
死
亡
率
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
申
込
み
で
な
い

方
で
受
診
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
若
干
の

空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
６
日
（
木
）

（
受
付
時
間
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　※

詳
細
な
時
間
は
個
別
に
お
知
ら
し
ま
す
。

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

　
　
　
　（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

【
費
用
】
無
料

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

じ
し
ん

す
い

ま
いに

ほ
ん
か
く
ち

と
し

が
い

さ
い
が
い

い
ま

こ
え

た
い

た
が

い
の
ち

ま
も

ま
ち

せ
つ

ひ

は
や

は
や

こ
う

だ
い
じ ど

う
ひ
な
ん

す
べ

じ
ゅ
ん
び

た
い
ふ
う

　８月21日（日）村民の方へ向けた花火大会が行われま

した。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、舞

台イベントや屋台の出店は行わず、商工会青年部や地元

消防団の協力のもと、花火の打ち上げのみの開催となり

ました。

　当日は朝から雨も

ようでしたが、タイ

ミング良く雨が止み

無事に打ち上げるこ

とが出来ました。

　池郷川河川敷のプ

リン山付近から約

500発の花火が打ち

上げられ、20分間村

の夜空がカラフルに

彩られました。打ち

上げ中は花火の音の

他に、子どもたちの

歓声も聞こえました。

外出自粛が続く中、

村民の皆様の思い出

に残る花火になりま

した。

花火大会が
開催されました！

広
陵
町
（
８
月
４
日
）

栗

　本

　昌

　拓

　さ
ん

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　
　
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

栗

　本

　千
惠
美 

さ
ん
（
上
桑
原
）

令
和
４
年
７
月
29
日
逝
去

　　

享
年
69
才
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　今
年
も
９
月
21
日
（
水
）
か
ら
30
日
（
金
）

ま
で
の
10
日
間
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
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が
実
施
さ
れ
ま
す
。
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夜
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歩
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事
故
等
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防
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根
絶

•
自
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交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
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車
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事
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内
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交
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協
力

お
願
い
致
し
ま
す
。
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な
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。　「

注
意
一
秒
、
怪
我
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駐在さん通信駐在さん通信
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縦
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ん
、
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な
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交
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事
故

か
ら
身
を
守
っ
て
く
だ
さ
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を
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。
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。
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決
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近
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い
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ま
し
ょ
う
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お
困
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か
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よ
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す
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付
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。
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とが出来ました。

　池郷川河川敷のプ
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広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和４年７月31日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

29）
17）
12）
　14）

人　口
男
女
世帯数

822人
379人
443人
528戸

先月比
0）
1）
1）
1）

（±
（－
（＋
（－

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和４年 （2022） 月号　No.7839

花火大会（8月21日池原にて）

旧下北山保育所の活用を考えませんか？
『下北山アイデア村（ソン）』参加者募集のお知らせ

　令和３年４月から保育所移転に伴って遊

休施設となっている、上桑原にある旧下北

山保育所の今後の活用策を、村内外の方達

で考える取り組みを『下北山アイデア村（ソ

ン）』と名付けて、下記のとおり実施する

こととなりました。

　「アイデアソン」はアイデアとマラソン

を組み合わせた言葉で、テーマを決めて

様々なアイデアを出し合う取り組みです。

旧下北山保育所を、村民サービスや地域の

活性化に向けて、どのような役割を果たす

ことができるのか、その活用方法について

話し合う２日間です。是非ご参画ください。

【日　時】

①９月23日（金・祝）午後１時～午後６時

　（終了後、交流会を開催）

②９月24日（土）午前９時30分～午後５時

【会　場】桑原公民館

【定　員】30名（村内、村外の方あわせて）

【参加費】無料 （別途、交流会に参加される

場合は交流会費が必要になります）

【お問合せ】下北山村地域振興課☎6－0001

当事業は、宝くじの助成金を活用し、
実施しております
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